
化石研究会会誌

〔技術紹介〕

JournalofFossilResearch,Vol.17,71-72 (1985)

化石撮影のためのホワイトニング
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化石の表面に刻まれた微細な装飾を鮮明な写真にす

るために，ホワイトニングが有効である， といわれて

いる。 「これは,,撮影の補助的手段で，標本に白色の

微粒子を付着させ色あいを一定にし，写真効果を高め

る目的でおこなう」（化石の研究法, p.214)。 さ

らに，光をあてたときに，部分的に強く反射するのを

防ぐ役割をはたすことも重要であろう。

ホワイトニングは通常，塩化アンモニウム法と金属

マク．ネシウム法とが使われる。私たちは，後者の方法

を用いて， きわめて鮮明な像をえたので，ここに紹介

する。

第1図に示したような円錐形の箇を用意する。ガス

バーナーで点火した金属マグネシウム（半井化学，マ

グネシウム（リボン) 1003990円）を下部の穴から

さしこむ。酸化マク'ネシウムの微粒子が円錐の上部か

ら白煙となって吹きあげてくる。この白煙の中に化石

を入れ，一様なコーティングがえられるよう，適宜向

きをかえてまぶすようにする。ホワイトニングは1～

2分で完了する。指がふれても，息を吹きかけても,，

たちまちこの化粧ははがれてしまうので，注意を要す

る。

見事な血管系が認められてい為Desmos"le〃〃－
pic"NAGA(の模式標本(NaMo,1937;井尻,1954;

Ya舵&Iziri,1954)を,このような方法で撮影した。

図版にホワイトニングをした場合としなかった場合と

を比較して示した。ホワイトニングによって，微細な

血管が鮮明にみえるようになる。全体像は走査電顕写

真に似た像を示し，化石の重厚さが失われるという欠
点がある。

この方法は，鉱物の反射率の標準板をつくる方法と
同一である。ホワイトニングについてご教示いただい

た戸苅賢二氏にお礼申しあげる。また，原稿を読んで
いただいた井尻正二会員に感謝する。
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図版（熊野，秋山）
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